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１． 目的 

本研究では、チューブウォーキング（以下 TW）

の実践化に向け、我々の研究室が考案した携行型のチ

ューブウォーキング装置（以下 PWT）が運動中の筋活

動量および呼吸代謝パラメータにどのような影響を

及ぼすのか明らかにすることを目的とした。 

 

２． 研究方法 

運動習慣のある健康な成人男女 14 名（男性９

名、女性５名）を対象とし、３種動作（①ウォーキ

ング、②座位腕振り運動、および③踏み台昇降運動）

を通常条件（W、U、S）とPWTを用いた条件（TW、TU、

TS）の２条件で行った。測定項目は筋放電量（上腕

三頭筋（TB）、上腕二頭筋（BB）、三角筋（DM）、外

側広筋（VL）、外側腓腹筋（GL））、心拍数（HR）、

および呼吸代謝パラメータ（V
．
O２）とし、２条件間

で比較検討した。 

 

３． 結果と考察 

１） 動作①ウォーキング 

下肢の筋放電量およびストライドの増加が顕

著にみられなかったにも関わらず、TW条件が W

条件に比べ上肢の伸展筋（TB、DM）および呼吸

代謝パラメータ（METs、HR）が有意に高値を示

した（P＜0.05）。このことから、PWT はストライ

ドを増加させない特有の歩行動作を促し、下肢

への負担を増加させることなく、上肢の伸展筋

にプラスαの負荷をかけることで運動強度を増

加させられる特徴があることが示唆された。 

２） 動作②座位腕振り運動 

ウォーキング時と同様にTU条件がU条件に対し、

上肢の伸展筋（TB、DM）および呼吸代謝パラメータ

（METs、HR）で高値を示した。このことから、本研

究で用いたゴム張力（男子平均：2.1kgw、女子平均

1.0kgw）は下肢および体幹の動員がなくても身体に

対し刺激を与えることのできる強度であったこと

が示唆された。 

３） 動作③踏み台昇降運動 

上肢伸展筋群（TB、DM）および呼吸代謝パラメー

タ（METs、HR）でウォーキングおよび座位腕振り運

動時の結果と同様の変化が観察された。また、動画

観察の結果、ピッチを規定した踏み台昇降運動にお

いてもウォーキングに類似した大きな腕振り動作

を行うことができていたため、踏み台昇降運動にお

いてもPWTが利用可能であることが示され、屋内で

のPWTの使用に関する有用な知見となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 結論 

ウォーキングにおいてPWTを使用することで下肢の

負担を増加させることなく運動強度を増加させられ

ることがわかった。また、座位腕振り運動および踏み

台昇降運動においても、上肢に十分な負荷をかけるこ

とでウォーキングと同様に運動強度を増加させられ

ることが明らかとなった。 
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図１.動作①ウォーキング時の EMG（TB）および METs の条件間比較 

速度（m/分）

%
R
M
S
（
×
1
0
²％

）

a-EMG（TB）

60 80 100

＊＊

0.0

5.0

10.0

15.0

＊＊
＊＊

TW条件

W条件

M
E
T
s

＊＊

＊＊＊

＊＊＊

b-METs

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

60 80 100


